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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明基板と、
　前記透明基板上に形成され、かつ、第１方向に沿って接続されるように形成された複数
の第１感知パターン（Ｘパターン）と、
　前記第１感知パターン上に形成された第１絶縁膜と、
　前記第１絶縁膜上に形成され、かつ、第２方向に沿って接続されるように形成されるも
のの、前記第１感知パターンと重ならないように前記第１感知パターンと交互に配置され
た複数の第２感知パターン（Ｙパターン）と、を備え、
　前記第１感知パターン及び前記第２感知パターンは、前記第１絶縁膜を挟み、互いに異
なるレイヤに交互に配置されるとともに、これら第１感知パターン、第２感知パターン及
び第１絶縁膜は全体として平板状に形成され、
　さらに、前記第１感知パターン及び前記第２感知パターンは、１００～３００Åの厚さ
の透明電極物質で形成されることを特徴とするタッチスクリーンパネル。
【請求項２】
　前記第１絶縁膜は、４００～１０００Åの厚さの透明絶縁物質で形成されることを特徴
とする請求項１に記載のタッチスクリーンパネル。
【請求項３】
　前記第１感知パターン及び前記第２感知パターンの各々は、Ｘ座標が同じ１列またはＹ
座標が同じ１行単位で互いに接続されるように形成され、
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　前記第１感知パターン及び前記第２感知パターンが形成される領域の縁に配置され、前
記１列または１行単位の感知パターンを位置検出ラインと電気的に接続する複数の金属パ
ターンをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載のタッチスクリーンパネル。
【請求項４】
　前記第２感知パターン上に形成された第２絶縁膜をさらに備えることを特徴とする請求
項１に記載のタッチスクリーンパネル。
【請求項５】
　前記透明基板の下面に形成された透明接地電極をさらに備えることを特徴とする請求項
１に記載のタッチスクリーンパネル。
【請求項６】
　透明基板の一面に、第１方向に沿って接続される複数の第１感知パターン（Ｘパターン
）を形成するステップと、
　前記第１感知パターン上に第１絶縁膜を形成するステップと、
　前記第１絶縁膜上に、第２方向に沿って接続されるように形成されるものの、前記第１
感知パターンと重ならないように配置される複数の第２感知パターン（Ｙパターン）を形
成するステップと、を含み、
　前記第１感知パターン及び前記第２感知パターンは、前記第１絶縁膜を挟み、互いに異
なるレイヤに交互に配置されるとともに、これら第１感知パターン、第２感知パターン及
び第１絶縁膜は全体として平板状に形成され、、
　さらに、前記第１感知パターン及び前記第２感知パターンは、１００～３００Åの厚さ
の透明電極物質で形成されることを特徴とするタッチスクリーンパネルの製造方法。
【請求項７】
　前記第１感知パターン及び前記第２感知パターンは、パターニングと同時に、前記第１
方向または前記第２方向に沿って接続されることを特徴とする請求項６に記載のタッチス
クリーンパネルの製造方法。
【請求項８】
　前記第１絶縁膜は、印刷法を用いて形成されることを特徴とする請求項６に記載のタッ
チスクリーンパネルの製造方法。
【請求項９】
　前記第２感知パターン上に、印刷法を用いて第２絶縁膜を形成するステップをさらに含
むことを特徴とする請求項６に記載のタッチスクリーンパネルの製造方法。
【請求項１０】
　前記透明基板の他面に透明接地電極を形成するステップをさらに含むことを特徴とする
請求項６に記載のタッチスクリーンパネルの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像表示装置などに備えられるタッチスクリーンパネル及びその製造方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　タッチスクリーンパネルは、映像表示装置などの画面に現れた指示内容を人の手または
物体で選択して、ユーザの命令を入力できるようにする入力装置である。
【０００３】
　このため、タッチスクリーンパネルは、映像表示装置の前面に備えられ、人の手または
物体に直接接触した接触位置を電気的信号に変換する。これにより、接触位置で選択され
た指示内容が入力信号として受信される。
【０００４】
　このようなタッチスクリーンパネルは、キーボード及びマウスのように、映像表示装置
に接続されて動作する別の入力装置を代替できることから、その使用範囲が次第に広がる
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傾向にある。
【０００５】
　タッチスクリーンパネルを実現する方式では、抵抗膜方式、光感知方式、及び静電容量
方式などが知られている。
【０００６】
　このうち、静電容量方式のタッチスクリーンパネルは、人の手または物体が接触したと
き、導電性感知パターンが周辺の他の感知パターンまたは接地電極などと形成する静電容
量の変化を感知することにより、接触位置を電気的信号に変換する。
【０００７】
　ここで、接触面での接触位置を明確に判断するため、感知パターンは、第１方向に沿っ
て接続されるように形成された第１感知パターン（Ｘパターン）と、第２方向に沿って接
続されるように形成された第２感知パターン（Ｙパターン）とを備えて構成される。
【０００８】
　このような第１感知パターン及び第２感知パターンは、一般的に、同じレイヤに位置す
る。この場合、同じＸまたはＹラインに配列された感知パターンは、これらの上の絶縁膜
に形成されたコンタクトホールを介して別の接続パターンを形成することによって接続さ
れる。これにより、マスクの数が増加し、工程が複雑化し得る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】大韓民国特許公開第２００６－００１５４４９号
【特許文献２】日本特許公開第２００７－５１４３８９号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　そこで、本発明の目的は、マスクの数を低減し、工程を単純化したタッチスクリーンパ
ネル及びその製造方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の目的を達成するために、本発明の第１態様は、透明基板と、前記透明基板上に形
成され、かつ、第１方向に沿って接続されるように形成された複数の第１感知パターン（
Ｘパターン）と、前記第１感知パターン上に形成された第１絶縁膜と、前記第１絶縁膜上
に形成され、かつ、第２方向に沿って接続されるように形成されるものの、前記第１感知
パターンと重ならないように前記第１感知パターンと交互に配置された複数の第２感知パ
ターン（Ｙパターン）と、を備えるタッチスクリーンパネルを提供する。
【００１２】
　ここで、前記第１感知パターン及び前記第２感知パターンの各々は、Ｘ座標が同じ１列
またはＹ座標が同じ１行単位で互いに接続されるように形成され、前記第１感知パターン
及び前記第２感知パターンが形成される領域の縁に配置され、前記１列または１行単位の
感知パターンを位置検出ラインと電気的に接続する複数の金属パターンをさらに備えるこ
とができる。
【００１３】
　また、前記透明基板の下面に形成された透明接地電極をさらに備えることができる。
【００１４】
　本発明の第２態様は、透明基板の一面に、第１方向に沿って接続される複数の第１感知
パターン（Ｘパターン）を形成するステップと、前記第１感知パターン上に第１絶縁膜を
形成するステップと、前記第１絶縁膜上に、第２方向に沿って接続されるように形成され
るものの、前記第１感知パターンと重ならないように配置される複数の第２感知パターン
（Ｙパターン）を形成するステップと、を含むタッチスクリーンパネルの製造方法を提供
する。
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【００１５】
　ここで、前記第１感知パターン及び前記第２感知パターンは、パターニングと同時に、
前記第１方向または前記第２方向に沿って接続され得る。
【００１６】
　また、前記第１絶縁膜は、印刷法を用いて形成され得る。
【００１７】
　さらに、前記第２感知パターン上に、印刷法を用いて第２絶縁膜を形成するステップを
さらに含むことができる。
【００１８】
　また、前記透明基板の他面に透明接地電極を形成するステップをさらに含むことができ
る。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、第１方向に沿って接続される第１感知パターンと、第２方向に沿って
接続される第２感知パターンとを互いに異なるレイヤに配置することにより、マスクの数
を低減し、工程を単純化することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は、本発明の実施形態に係る感知パターンの配置を示す平面図である。
【図２】図２は、本発明の実施形態に係るタッチスクリーンパネルの分解平面図である。
【図３】図３は、図２に示すタッチスクリーンパネルの結合平面図である。
【図４】図４は、図２に示すタッチスクリーンパネルの要部の結合断面図である。
【図５ａ】図５ａ図４に示すタッチスクリーンパネルの製造方法を順次に示す断面図であ
る。
【図５ｂ】図５ｂは、図４に示すタッチスクリーンパネルの製造方法を順次に示す断面図
である。
【図５ｃ】図５ｃは、図４に示すタッチスクリーンパネルの製造方法を順次に示す断面図
である。
【図５ｄ】図５ｄは、図４に示すタッチスクリーンパネルの製造方法を順次に示す断面図
である。
【図５ｅ】図５ｅは、図４に示すタッチスクリーンパネルの製造方法を順次に示す断面図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、添付図面を参照して本発明の実施形態をより詳細に説明する。
　図１は、本発明の実施形態に係る感知パターンの配置を示す平面図である。
【００２２】
　図１に示すように、本発明の実施形態に係る感知パターンは、互いに交互に配置され、
Ｘ座標が同じ１列またはＹ座標が同じ１行単位で互いに接続されるように形成された第１
感知パターン１２及び第２感知パターン１４を備える。
【００２３】
　例えば、第１感知パターン１２は、第１方向（列方向）に沿ってＸ座標が同じ１列に配
置された感知パターン同士で互いに接続されるように形成された複数のＸパターンで構成
され得る。また、第２感知パターン１４は、第２方向（行方向）に沿ってＹ座標が同じ１
行に配置された感知パターン同士で互いに接続されるように形成された複数のＹパターン
で構成され得る。
【００２４】
　ただし、本発明において、第１感知パターン１２と第２感知パターン１４とは、それぞ
れ互いに異なるレイヤに配置される。例えば、第１感知パターン１２は、下のレイヤに位
置し、第２感知パターン１４は、上のレイヤに位置し得る。また、これらの間には、図示
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しない絶縁膜が介在する。
【００２５】
　前述したように、第１感知パターン１２と第２感知パターン１４とを互いに異なるレイ
ヤに配置すると、第１感知パターン１２をパターニングすると同時に、同じ列に位置する
第１感知パターン１２を互いに接続し、第２感知パターン１４をパターニングすると同時
に、同じ行に位置する第２感知パターン１４を互いに接続することができる。
【００２６】
　したがって、別のコンタクトホール及び接続パターンを形成する過程を省略することが
できるため、マスクの数が低減し、工程が単純化する。
【００２７】
　図２は、本発明の実施形態に係るタッチスクリーンパネルの分解平面図であり、図３は
、図２に示すタッチスクリーンパネルの結合平面図である。
【００２８】
　図２～図３に示すように、本発明の実施形態に係るタッチスクリーンパネル１０は、透
明基板１１と、透明基板１１上に順次形成された第１感知パターン１２と、第１絶縁膜１
３と、第２感知パターン１４と、金属パターン１５と、第２絶縁膜１６とを備える。
【００２９】
　第１感知パターン１２は、透明基板１１の一面上に、第１方向に沿って接続されるよう
に形成される。例えば、第１感知パターン１２は、透明基板１１の上面上に、ダイヤモン
ドパターンのように規則的なパターンで密接するように形成され得る。このような第１感
知パターン１２は、Ｘ座標が同じ１列に位置する第１感知パターン１２同士で互いに接続
されるように形成された複数のＸパターンで構成され得る。ここで、第１感知パターン１
２の形状は、ダイヤモンド形状に限定されるものではなく、感知パターンが密接可能な多
様な形状で実現され得る。
【００３０】
　また、第１感知パターン１２は、列単位で金属パターン１５と電気的に接続できるよう
にパッド１２ａを備える。第１感知パターン１２のパッド１２ａは、列単位で上側及び下
側に交互に備えるか、あるいは上側または下側にのみ備えるか、あるいは上下両側に備え
ることができる。
【００３１】
　ただし、第１感知パターン１２は、接続部分を除けば、第２感知パターン１４と重なら
ないように形成される。すなわち、第１感知パターン１２と第２感知パターン１４とは、
互いにずれるように交互に配置される。
【００３２】
　第１絶縁膜１３は、第１感知パターン１２上に、これらを覆うように形成される。
【００３３】
　第２感知パターン１４は、第１絶縁膜１３上に、第２方向に沿って接続されるように形
成されるものの、第１感知パターン１２と重ならないように前記第１感知パターン１２と
交互に配置される。例えば、第２感知パターン１４は、第１感知パターン１２と同じダイ
ヤモンドパターンで密接するように形成され、Ｙ座標が同じ１行に位置する第２感知パタ
ーン１４同士で互いに接続されるように形成された複数のＹパターンで構成され得る。
【００３４】
　また、第２感知パターン１４は、行単位で金属パターン１５と電気的に接続できるよう
にパッド１４ａを備える。第２感知パターン１４のパッド１４ａは、行単位で左側及び右
側に交番に備えるか、あるいは左側または右側にのみ備えるか、あるいは左右両側に備え
ることができる。
【００３５】
　一方、第１及び第２感知パターン１２、１４と第１絶縁膜１３とは、タッチスクリーン
パネル１０の下に配置される表示パネル（図示せず）などから放出される光がタッチスク
リーンパネル１０を透過できるように、透明物質で形成される。すなわち、第１感知パタ
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ーン１２及び第２感知パターン１４は、インジウム－酸化スズ（以下、ＩＴＯとする）の
ような透明電極物質で形成され、第１絶縁膜１３は、透明絶縁物質で形成される。
【００３６】
　また、第１及び第２感知パターン１２、１４と第１絶縁膜１３との厚さは、表示パネル
からの光が透過する透過率を確保しながらも、タッチスクリーンパネル１０（特に、第１
感知パターン１２及び第２感知パターン１４）が比較的低い面抵抗を有し得る範囲内で設
定可能である。すなわち、第１及び第２感知パターン１２、１４と第１絶縁膜１３との厚
さは、透過率及び面抵抗を考慮して最適化するように設定可能である。
【００３７】
　例えば、第１感知パターン１２及び第２感知パターン１４は、それぞれ１００～３００
Åの厚さのＩＴＯパターンで形成され、第１絶縁膜１３は、１．６～１．９の光屈折率（
５５０ｎｍの波長ベース）が確保される４００～１０００Åの厚さ（特に、４００～７０
０Åの厚さ）の透明絶縁物質で形成され得る。ただし、これは、単に一実施形態であって
、本発明はこれに限定されるものではなく、これらの厚さは、透過率及び／または面抵抗
などを考慮して変更できることはいうまでもない。
【００３８】
　金属パターン１５は、第１感知パターン１２及び第２感知パターン１４が形成される領
域の縁領域、特に、第１感知パターン１２及び第２感知パターン１４のパッド１２ａ及び
１４ａに対応する領域に配置される。このような金属パターン１５は、１列または１行単
位の第１感知パターン１２または第２感知パターン１４をそれぞれ位置検出ライン（図示
せず）と電気的に接続することにより、図示しない駆動回路などに接触位置検出信号が供
給されるようにする。
【００３９】
　第２絶縁膜１６は、第２感知パターン１４上に、これらを覆うように形成される。例え
ば、第２絶縁膜１６は、第２感知パターン１４上に、４００～１０００Åの厚さの透明絶
縁物質で形成され得る。このような第２絶縁膜１６は、製品設計によって省略可能である
。
【００４０】
　上述したようなタッチスクリーンパネル１０の各構成要素が図３に示すように結合され
た状態で、人の手または物体がタッチスクリーンパネル１０に接触すると、第１感知パタ
ーン１２及び第２感知パターン１４、金属パターン１５、並びに位置検出ラインを経由し
て駆動回路側へ、接触位置に応じた静電容量の変化が伝達される。また、Ｘ及びＹ入力処
理回路（図示せず）などにより静電容量の変化が電気的信号に変換されることにより、接
触位置が把握される。
【００４１】
　このような本発明のタッチスクリーンパネル１０によれば、第１方向に沿って接続され
る第１感知パターン１２と、第２方向に沿って接続される第２感知パターン１４とを互い
に異なるレイヤに配置することにより、マスクの数を低減し、工程を単純化することがで
きる。
【００４２】
　図４は、図２に示すタッチスクリーンパネルの要部の結合断面図である。図４の説明に
おいて、図２～図３と同じ部分については同じ番号を付し、これに関する詳細な説明を省
略する。
【００４３】
　図４に示すように、第１感知パターン１２及び第２感知パターン１４は、第１絶縁膜１
３を挟み、互いに異なるレイヤに交互に配置される。
【００４４】
　このように、第１感知パターン１２及び第２感知パターン１４が互いに異なるレイヤに
位置すると、パターニングステップにおいて、同じ列または行に位置する第１感知パター
ン１２または第２感知パターン１４を接続できるようになる。これにより、同じ列または
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行に位置する第１感知パターン１２または第２感知パターン１４を接続するためのコンタ
クトホールを形成する工程などが省略可能である。
【００４５】
　一方、第１感知パターン１２及び第２感知パターン１４が形成された透明基板１１の一
面とは反対の他面、例えば、透明基板１１の下面には、透明接地電極１７と、透明接地電
極１７を覆う第３絶縁膜１８とがさらに形成され得る。
【００４６】
　例えば、透明基板１１の下面には、１００～３００Åの厚さを有するＩＴＯなどの透明
電極物質で形成された透明接地電極１７が形成され、透明接地電極１７の下には、これを
覆う４００～１０００Åの厚さの第３絶縁膜１８が形成され得る。
【００４７】
　しかし、これは、単に一実施形態であって、透明接地電極１７及び第３絶縁膜１８の厚
さなどは、光透過率などを考慮して変形実施することができる。また、透明接地電極１７
及び／または第３絶縁膜１８は、製品設計によって省略可能である。
【００４８】
　透明接地電極１７は、タッチスクリーンパネル１０と表示パネルなどとの間で安定性を
確保するのに使用可能であり、タッチスクリーンパネル１０の設計方式によっては、第１
感知パターン１２及び第２感知パターン１４と静電容量を形成するのにも使用可能である
。
【００４９】
　すなわち、静電容量方式のタッチスクリーンパネル１０において、接触位置を感知する
ために、第１感知パターン１２と第２感知パターン１４との間の静電容量が使用されるか
、あるいは第１及び第２感知パターン１２、１４と透明接地電極１７との間の静電容量が
使用できるものであり、これは、多様な変形実施が可能である。
【００５０】
　図５ａ～図５ｅは、図４に示すタッチスクリーンパネルの製造方法を順次に示す断面図
である。
【００５１】
　まず、図５ａに示すように、透明基板１１上にＩＴＯのような透明電極物質を成膜した
後、パターニングして、第１感知パターン１２を形成する。ここで、第１感知パターン１
２の接続部は図示していないが、第１感知パターン１２は、第１方向（例えば、列方向）
に沿って接続されるようにパターニングされる。
【００５２】
　その後、図５ｂに示すように、第１感知パターン１２上に、比較的容易な工程が可能な
印刷法を用いて第１絶縁物質を印刷し、焼成して、第１絶縁膜１３を形成する。一方、第
１絶縁膜１３を印刷法により形成することは、本発明を実施するための一実施形態であっ
て、本発明はこれに限定されるものではない。例えば、第１絶縁膜１３は、ＣＶＤやスパ
ッタリングなどを用いても形成され得る。
【００５３】
　次に、図５ｃに示すように、第１絶縁膜１３上にＩＴＯのような透明電極物質を成膜し
た後、パターニングして、第２感知パターン１４を形成する。ここで、第２感知パターン
１４は、第１感知パターン１２と重ならないように配置される（ただし、第２感知パター
ン１４の接続部は除くこともある）。また、図示していないが、第２感知パターン１４は
、第２方向（例えば、行方向）に沿って接続されるようにパターニングされる。
【００５４】
　一方、第２感知パターン１４を形成した後においては、モリブデン／アルミニウム／モ
リブデンの三重膜またはクロム膜などのように、透明電極物質よりも面抵抗が低い低抵抗
材料を用いて、図２～図３に示す金属パターン１５及び位置検出ライン（図示せず）など
がさらに形成される。
【００５５】
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　その後、図５ｄに示すように、第２感知パターン１４及び金属パターン（図２～図３の
１５）上に、印刷法を用いて第２絶縁物質を印刷し、焼成して、第２絶縁膜１６を形成す
る。一方、第２絶縁膜１６を形成する方法も、印刷法にのみ限定されるものではなく、Ｃ
ＶＤまたはスパッタリングなどを用いて第２絶縁膜１６を形成することもできる。
【００５６】
　次に、図５ｅに示すように、透明基板１１の下面に透明接地電極１７を全面的に成膜す
るとともに、印刷法、ＣＶＤまたはスパッタリングなどを用いて、透明接地電極１７を覆
うように第３絶縁膜１８を形成する。
【００５７】
　このような本発明のタッチスクリーンパネルの製造方法によれば、マスク工程を最小化
し、工程段階を簡素化することにより、工程効率を高めることができる。
【符号の説明】
【００５８】
　　１０　タッチスクリーンパネル
　　１１　透明基板
　　１２　第１感知パターン
　　１３　第１絶縁膜
　　１４　第２感知パターン
　　１５　金属パターン
　　１６　第２絶縁膜
　　１７　透明接地電極
　　１８　第３絶縁膜
　　１２ａ、１４ａ　パッド

【図１】 【図２】

【図４】
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【図５ｂ】

【図５ｃ】

【図５ｄ】

【図５ｅ】

【図３】



(10) JP 5091182 B2 2012.12.5

10

フロントページの続き

(72)発明者  鄭　泰赫
            大韓民国京畿道水原市靈通區▲シン▼洞５７５
(72)発明者  金　鎭根
            大韓民国京畿道水原市靈通區▲シン▼洞５７５

    審査官  土居　仁士

(56)参考文献  特開２００５－１９７２００（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－３１０５５１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－０２８５９８（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｆ　　　３／０４１　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

